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物  質  名 ニトログリコール ＤＢ－36 

別  名 
二硝酸エチレングリコール、エチレ

ングリコールジニトラート、ジニト

ログリコール 

構 造 式 
 

 

CAS番号 628-96-6 
PRTR番号 第 1種 235 
化審法番号 2-1567 
分子式 C2H4N2O6 分子量 152.06 
沸点 197～200℃ 1) 融点 －22.3℃ 1)  
蒸気圧 7.2×10-2 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 6.22 mg /m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.16（実測値）3) 水溶性 6.8×103 mg/L（20℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 540 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 460 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラット、モルモットに 500 mg/m3を 6 ヵ月間吸入させた結果、嗜眠、ハインツ小体保有の赤血
球、肝臓、心臓、筋肉、腎臓で組織の脂肪変性、肝臓及び脾臓で色素沈着がみられ、メトヘモ

グロビンの形成も示唆されたとの報告 6) があるが、詳細は不明である。 
・ネコ（4匹）に 134～170 mg/m3を 8時間/日、5日/週で吸入させた結果、3/4匹はそれぞれ 97日、

102 日、273 日で死亡し、1/4 匹は 1,000 日以上生存した。吐き気、体重増加の抑制、赤血球数
の減少、ヘモグロビン濃度の低下、網状赤血球数の増加がみられ、メトヘモグロビンが全数で

検出された。組織検査で内部出血、肝臓、腎臓の損傷がみられた。また、ネコ（1匹）に 13 mg/m3

を 1,000 日間（8時間/日、5日/週）吸入させた結果、一過性で中等度の赤血球数の減少及び網
状赤血球数の増加がみられたが、メトヘモグロビン形成は検出されず、組織検査でも異常はな

かった 7) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

情報は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・皮膚に付いたり、経口摂取、吸入により、頭痛、めまい、吐き気、脱力感、顔面紅潮、胸痛を

生じる。心血管系に影響を与え、血圧が突然低下することがある。血液に影響を与え、メトヘ

モグロビンを生成することがある。反復ばく露により著しく耐性を示すようになる。ばく露を

短期間やめると、死に至ることがある 8) 。 
・本物質及びニトログリセリンに、ニトログリセリン換算濃度で 0.1～0.53 mg/m3のばく露を受け

た火薬庫（ダイナマイト）の労働者で、頭痛の訴えがあったが、血圧への影響はなかった。こ

れらの影響を調べるために、ボランティアの労働者を本物質及びニトログリセリンに、ニトロ

グリセリン換算濃度で平均 0.5 mg/m3または 0.7 mg/m3で 25分間ばく露させた結果、どちらの
濃度でも頭痛、感覚鈍麻、血圧低下がみられた。また、2 mg/m3（ニトログリセリン換算濃度）

にばく露させた場合には、3 分以内に 5/6 人に頭痛、血圧の低下が生じた 9) 。なお、本物質の

蒸気圧がニトログリセリンと比べて非常に高いために、ダイナマイト製造の気相では本物質が
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卓越するとの知見 10) があることから、実験でみられた頭痛等の影響は本物質によるものと考え

られている 11) 。 
・火薬製造工場の労働者 37人（対照群 19人）を対象として、本物質の気中濃度、経皮ばく露量
及び健康状態を調査した結果、工場内の様々な作業場で測定された呼吸域の濃度（ほとんど本

物質）は 0.03～4.35 mg/m3であり、経皮ばく露量（2～4時間の測定）は 0.1未満～1 mg（本物
質及びニトログリセリン）と推定された。作業後の健康診断で、ばく露量に依存した頭痛の発

生率の増加、脈拍数の増加、血圧（収縮期）の低下がみられた。また、気中濃度が 0.25 mg/m3

以下で、経皮ばく露が多くない作業場の労働者では、頭痛の発生率が増えるのみであった 12) 。 
・本物質やニトログリセリン等を原料とするダイナマイトの製造工場の労働者 1,271 人（対照群 

175人）を対象とした調査で、143人に脈波異常が認められたが、対照群では異常はなかった。
工場内の本物質及びニトログリセリンの平均濃度は 0.02～0.066 ppmであった。なお、脈波異常
は長くは持続せず、頭痛の訴えもなかった 13) 。 

・スウェーデンのダイナマイト製造工場の周辺地域で、ダイナマイトへの長期間のばく露と心臓

・脳血管系疾患による死亡との関係を調査した結果、工場に 1年間以上勤務し、1955～1975年
に死亡した男性（死亡時年齢 36～70 才）で心臓・脳血管系疾患のリスク比が 3.2（95％CI 1.4
～7.3）と有意な増加を認めた。これはばく露年数が 20年以上の 55～70才で虚血性心疾患の死
亡が多かったこと（リスク比 3.4、95％CI 1.5～7.8）によると考えられた 14)。さらに、1976～1980
年に追加調査を行い、1955～1980年の脳血管系及び心臓血管系疾患による死亡リスクを推定し
た結果、リスク比はそれぞれ 2.9（95％CI 0.9～6.4）、2.7（95％CI 1.4～65.4）であった。なお、
1958～1978年のスウェーデンのダイナマイト製造工場内の硝酸エステル（本物質やニトログリ
セリン）の 8時間荷重平均濃度は 0.2～1.1 mg/m3と推定された 10)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH15) TLV-TWA 0.05 ppm（0.31 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 16) 最大許容濃度 0.05 ppm（0.31 mg/m3）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露及び吸入ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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